
さっぽろ季節労働者通年雇用促進支援協議会

主な話題
・【特集】通年雇用助成金の活用を

・琴似小学校改築の基本設計進む

・道内高卒就職者の動向と建設業界

札幌市中央区の南1条通に面する「IKEUCH I  
GATE」（上）の建て替えが完了しました。同ビル北
向かいでは、北陸銀行と北海道銀行の「ほくほく札
幌ビル」（下）が建設中です。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
め
ぐ

る
混
乱
が
落
ち
着
き
を
見
せ
、
道
内
の
雇

用
情
勢
も
改
善
が
進
み
始
め
て
い
ま
す
。

求
人
、
求
職
者
と
も
に
増
え
て
い
る
中
に

あ
っ
て
も
、
建
設
産
業
に
お
け
る
人
材
確

保
は
大
き
な
課
題
で
す
。
札
幌
市
内
も
例

外
で
は
な
く
、
建
設
従
事
者
の
確
保
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
の
一
つ

と
し
て
、
通
年
雇
用
化
の
取
組
が
あ
り
ま

す
。
季
節
労
働
者
を
通
年
雇
用
に
切
り
替

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
材
確
保
や
育
成

を
計
画
的
に
進
め
ら
れ
、
貴
重
な
戦
力
と

な
っ
て
い
る
労
働
者
の
本
州
な
ど
へ
の
流

出
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
年
雇
用

化
を
支
援
す
る
「
通
年
雇
用
助
成
金
」
の

受
け
付
け
が
２
０
２
２
年
12
月
16
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
制
度
の
概
要
と
申
請
手
続

き
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

北
海
道
労
働
局
が
２
０
２
２
年
10
月
28

日
に
公
表
し
た
９
月
の
有
効
求
人
倍
率
に

よ
る
と
、
道
内
全
産
業
で
は
１
・
１
６
倍

と
前
年
同
月
（
０
・
９
８
倍
）
に
比
べ
０
・

１
８
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
７
月
以
降
３
カ

月
連
続
し
て
１
・
１
倍
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
。

と
り
わ
け
建
設
業
の
求
人
数
は
前
年
同

月
比
５
・
９
％
増
と
、
人
材
不
足
は
一
向

に
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
職
種
別
有
効

求
人
倍
率
は
型
枠
大
工
・
と
び
工
が
９
・

４
１
倍
と
依
然
高
倍
率
が
続
い
て
い
る
ほ

か
、
建
設
・
土
木
作
業
員
も
５
・
７
３
倍

と
人
材
不
足
が
深
刻
で
す
。

人
材
確
保
に
苦
労
す
る
建
設
業
で
は
近

年
、正
社
員
の
求
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

建
設
業
の
求
人
に
占
め
る
正
社
員
の
割
合

が
、
２
０
１
６
年
度
は
77
・
６
％
だ
っ
た

も
の
が
年
々
上
昇
し
、21
年
度
は
85
・
３
％

に
達
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
応
募
者
が

少
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

新
た
な
人
材
の
確
保
が
困
難
な
中
、
今

い
る
人
材
の
定
着
率
向
上
が
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
お
り
、
季
節
労
働
者
の
通
年

雇
用
化
は
有
効
な
対
策
と
な
っ
て
い
ま

す
。

冬
季
３
カ
月
の
給
与
に
３
年
間
の

助
成
金

こ
れ
か
ら
初
め
て
通
年
雇
用
助
成

金
の
申
請
を
予
定
し
て
い
る
企
業
の

場
合
、
対
象
と
な
る
季
節
労
働
者
は
、

２
０
２
２
年
９
月
16
日
以
前
か
ら
継
続

雇
用
し
、
23
年
１
月
31
日
の
時
点
で
、

雇
用
保
険
の
特
例
一
時
金
の
受
給
資
格

を
得
て
、
こ
の
一
時
金
が
支
給
の
見
込

み
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

（
そ
の
他
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
）

助
成
金
は
、
２
０
２
２
年
12
月
16
日

か
ら
23
年
３
月
15
日
の
間
に
通
年
雇
用

化
し
た
季
節
労
働
者
一
人
一
人
の
賃
金

（
賞
与
も
含
む
）
の
額
面
に
応
じ
て
支

払
わ
れ
ま
す
。
２
年
目
、
３
年
目
も
通

年
雇
用
化
し
て
い
れ
ば
、
引
き
続
き
助
成

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

助
成
額
に
つ
い
て
は
、
対
象
期
間

（
２
０
２
２
年
12
月
の
賃
金
締
切
日
の
翌

日
か
ら
翌
年
３
月
の
賃
金
締
切
日
）
に
支

払
っ
た
賃
金
額
に
対
し
て
、
１
年
目
が
３

分
の
２
（
限
度
額
は
71
万
円
）、
２
年
目
、

　
　
　 

通
年
雇
用
化
促
進

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
加
速
す
る
人
材
不
足

　 

建
設
技
能
者
不
足
―
通
年
雇
用
化
が
急
務

　
通
年
雇
用
助
成
金
の
活
用
で
安
定
し
た
人
材
の
育
成
を

特
集
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３
年
目
に
つ
い
て
は
２
分
の
１
（
同
54
万

円
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

具
体
的
な
支
払
い
例
を
見
る
と
、
季
節

労
働
者
１
人
を
通
年
雇
用
し
、
こ
の
時
の

月
給
が
30
万
円
だ
っ
た
場
合
、
３
カ
月
の

総
額
は
90
万
円
に
な
り
ま
す
。
助
成
金
は

３
年
間
申
請
で
き
る
た
め
、
１
年
目
は

60
万
円
、
２
～
３
年
目
は
45
万
円
ず
つ
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
年
間
の
ト
ー
タ
ル
で
考
え
る
と
、

２
７
０
万
円
の
冬
季
分
３
カ
月
の
給
与
支

払
い
に
対
す
る
助
成
総
額
は
１
５
０
万
円

に
上
り
、
自
社
の
負
担
は
１
２
０
万
円
に

な
り
ま
す
。

一
方
、通
年
雇
用
助
成
金
を
利
用
せ
ず
、

１
～
３
月
の
間
、
週
２
、３
日
の
ア
ル
バ

イ
ト
と
し
て
雇
い
、
月
15
万
円
を
支
払
う

と
す
る
と
、
支
払
総
額
は
年
間
45
万
円
、

３
年
間
で
は
１
３
５
万
円
と
な
り
、
助
成

を
受
け
た
場
合
よ
り
も
、
企
業
の
負
担
額

が
大
き
く
な
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

申
請
手
続
き
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

通
年
雇
用
助
成
金
を
受
け
取
る
た
め
の

最
初
の
手
続
き
は
、
地
域
を
管
轄
す
る
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
通
年
雇
用
届
」
な
ど

の
書
類
を
２
０
２
２
年
12
月
16
日
か
ら

２
０
２
３
年
１
月
31
日
ま
で
の
期
間
内
に

提
出
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

「
支
給
申
請
書
」
な
ど
を
２
０
２
３
年

３
月
16
日
～
６
月
15
日
ま
で
の
間
に
提
出

し
、
支
給
が
決
定
す
る
と
、
申
請
か
ら
お

お
む
ね
２
～
４
カ
月
後
に
助
成
金
が
北
海

道
労
働
局
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
２
年
目

以
降
も
、通
年
雇
用
を
継
続
し
て
い
れ
ば
、

再
度
の
申
請
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
、
３

年
目
ま
で
助
成
金
の
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

季
節
労
働
者
の
通
年
雇
用
化
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
「
さ
っ
ぽ
ろ
季
節
労
働
者
通
年
雇

用
促
進
支
援
協
議
会
」
で
は
、
各
種
経
営

相
談
や
助
成
金
と
い
っ
た
支
援
制
度
の
活

用
な
ど
、
建
設
業
の
経
営
全
般
に
関
わ
る

課
題
解
決
に
向
け
、
協
議
会
が
開
設
し
て

い
る
建
設
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
セ
ン
タ
ー

で
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
支
援
員
が
企
業
を
訪
問
し
た
際
は
、
遠

慮
な
く
相
談
し
て
い
た
だ
き
支
援
・
助
成

制
度
を
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。
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全
道
各
地
と
関
東
地
方
で
も
舗
装
現
場

を
展
開
す
る
道
路
工
業
（
本
社
・
札
幌
）。

現
地
採
用
の
従
業
員
の
う
ち
７
割
程
度
を

季
節
雇
用
者
が
占
め
て
い
ま
す
。
継
続
的

に
働
く
季
節
雇
用
者
に
は
通
年
雇
用
の
道

を
開
き
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
す
人

に
は
資
格
を
取
得
し
て
監
理
技
術
者
へ
の

登
用
も
行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
方

や
雇
用
形
態
を
柔
軟
に
導
入
し
な
が
ら
、

人
材
の
確
保
と
働
き
や
す
い
職
場
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

―�

現
場
と
雇
用
の
状
況
は
い
か
が
で

す
か

こ
こ
数
年
は
、
北
海
道
開
発
局
や
北
海

道
庁
、
市
町
村
な
ど
の
公
共
機
関
か
ら
70

件
か
ら
80
件
程
度
の
工
事
を
受
注
し
て
い

ま
す
。
工
事
場
所
は
全
道
各
地
で
、
関
東

地
方
で
の
仕
事
も
あ
り
ま
す
。
現
場
で
の

作
業
は
、
当
社
の
社
員
を
現
場
代
理
人
と

し
て
配
置
し
、
彼
ら
の
指
示
の
元
で
従

業
員
が
作
業
し
ま
す
。
こ
の
従
業
員
は

１
５
０
人
程
度
で
、
こ
の
う
ち
季
節
雇
用

者
は
７
割
程
度
を
占
め
て
い
ま
す
。

季
節
雇
用
者
は
、
現
地
採
用
が
多
く
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
一
方
で
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
雇
用
状
況
が
厳
し
く
な
っ

た
こ
と
も
あ
る
の
か
、
20
代
の
若
者
の
雇

用
も
増
え
て
い
ま
す
。
当
社
で
は
５
年
間

継
続
し
て
働
い
た
場
合
、
通
年
雇
用
の
希

望
が
あ
る
か
を
聞
き
取
り
ま
す
。
希
望
す

れ
ば
通
年
雇
用
に
し
ま
す
が
、
冬
期
間
に

な
る
と
北
海
道
で
は
除
雪
以
外
は
あ
ま
り

通
年
雇
用
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

道
路
工
業
株
式
会
社　

取
締
役
工
事
安
全
部
長　

星
野
黒 

義
明
さ
ん

柔
軟
な
雇
用
形
態
を
導
入
し
人
材
の
確
保
を

仕
事
が
な
い
た
め
、
関
東
地
方
で
受
注
し

た
現
場
に
配
置
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　

―
近
年
の
若
手
の
確
保
は

厳
し
い
で
す
ね
。
札
幌
市
に
本
社
が
あ

る
と
は
い
え
、
全
道
各
地
に
現
場
が
あ
る

た
め
、
地
方
で
の
勤
務
に
な
る
と
い
う
こ

と
も
要
因
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
の
で
す
が
、
働
き

始
め
て
も
、
地
方
で
数
ヶ
月
の
勤
務
が
あ

る
と
、
友
人
や
家
族
、
恋
人
が
札
幌
に
い

る
場
合
、
札
幌
で
の
勤
務
を
望
み
、
退
職

す
る
人
が
い
ま
す
。

一
方
で
、
違
っ
た
場
所
、
知
ら
な
い
土

地
で
働
い
て
み
た
い
、
と
い
う
若
者
も
い

ま
す
。
継
続
し
て
働
い
て
い
る
季
節
雇
用

の
若
者
に
は
、
社
会
保
険
の
費
用
な
ど
、

通
年
雇
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
、
通
年

雇
用
に
な
る
よ
う
働
き
掛
け
て
い
ま
す
。

新
卒
者
や
経
験
者
の
確
保
と
と
も
に
、
こ

う
し
た
季
節
雇
用
の
若
者
を
通
年
雇
用
化

し
、
本
人
の
意
欲
次
第
で
監
理
技
術
者
に

な
る
こ
と
も
奨
励
し
て
い
ま
す
。

―
通
年
雇
用
の
意
義
に
つ
い
て

先
ほ
ど
、
社
会
保
険
の
メ
リ
ッ
ト
を
説

明
す
る
、
と
言
い
ま
し
た
が
、
通
年
雇
用

に
な
る
こ
と
で
、
監
理
技
術
者
へ
の
道
も

開
か
れ
、
将
来
設
計
が
立
て
や
す
く
な
り

ま
す
。
人
材
の
確
保
は
企
業
に
と
っ
て
大

き
な
経
営
課
題
で
す
。
通
年
雇
用
を
契
機

に
、
意
欲
あ
る
若
手
を
確
保
で
き
れ
ば
、

企
業
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
で

す
ね
。

ま
た
、
生
ま
れ
育
ち
、
な
じ
み
の
あ
る

地
域
で
働
き
た
い
、
と
い
う
希
望
に
添
う

た
め
に
、
そ
の
地
域
に
限
定
し
た
勤
務
も

導
入
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
方

や
雇
用
形
態
を
柔
軟
に
導
入
し
な
が
ら
、

人
材
の
確
保
と
働
き
や
す
い
職
場
を
実
現

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

雇用と安全関係を担当する星野黒取締役

全道と関東地方でも現場が稼働する
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札
幌
市
は
、
西
区
琴
似
２
条
７
丁
目
１

の
30
に
あ
る
琴
似
小
学
校
の
改
築
に
向
け

た
基
本
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
の

敷
地
内
で
校
舎
や
屋
内
運
動
場
を
建
て
替

え
る
計
画
で
、
新
校
舎
に
は
児
童
会
館
を

併
設
し
ま
す
。
２
０
２
３
年
度
内
に
実
施

設
計
を
終
え
、
24
年
度
か
ら
は
仮
設
部
分

校
舎
の
建
設
や
プ
ー
ル
な
ど
の
解
体
に
着

工
、
新
し
い
校
舎
と
屋
内
運
動
場
は
26
年

度
中
に
完
成
さ
せ
る
計
画
で
す
。

琴
似
小
学
校
は
、
１
８
７
７
年
に
開
校

し
た
歴
史
あ
る
学
校
で
す
。
校
区
内
に
は

地
下
鉄
東
西
線
琴
似
駅
と
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線

琴
似
駅
が
あ
り
、
商
業
施
設
や
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
ち
並
ぶ
利
便
性
の
高
い
地
域

で
、
２
０
２
６
年
度
ま
で
児
童
数
の
増
加

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
の
校
舎
棟
は
１
９
７
２
年
建
設

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
３
階
建
て

で
、
２
０
１
３
年
に
一
部
増
築
し
て
い
ま

す
。
屋
内
運
動
場
は
１
９
９
４
年
に
改
築

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
共
に
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
た
め
、
改
築
が
決
ま
り
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
１
月
に
策
定
し
た
基
本
計
画

段
階
の
概
算
事
業
費
と
し
て
は
、
校
舎
な

ど
の
建
設
に
約
37
億
円
、
解
体
に
約
３
億

琴
似
小
学
校
改
築
の
計
画
概
要

新
校
舎
は
２
０
２
６
年
度
完
成
へ

24
年
度
か
ら
部
分
仮
設
校
舎
に
着
工
で
検
討

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
造
成
に
約
２
億
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

新
校
舎
な
ど
の
建
築
設
計
は
西
村
建
築

設
計
事
務
所
（
本
社
・
札
幌
）、
設
備
設

計
は
共
伸
設
備
設
計
事
務
所
（
同
・
札
幌
）

が
担
当
し
て
い
ま
す
。

新
校
舎
は
、３
階
建
て
延
べ
床
面
積
８
、

６
１
１
㎡
の
規
模
で
計
画
し
、
既
存
校
舎

の
約
１
・
５
倍
の
延
べ
床
と
な
り
ま
す
。

新
た
な
機
能
と
し
て
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル

を
備
え
た
児
童
会
館
（
延
べ
４
５
０
㎡
）

が
併
設
さ
れ
ま
す
。

普
通
教
室
21
教
室
や
特
別
支
援
学
習
室

３
教
室
、
特
別
教
室
な
ど
は
２
、３
階
を

中
心
に
配
置
し
、
１
階
に
は
図
書
室
、
給

食
室
、
児
童
会
館
な
ど
を
設
置
す
る
方
針

で
す
。

新
屋
内
運
動
場
は
、２
階
建
て
延
べ
１
、

３
５
８
㎡
で
、
既
存
施
設
よ
り
数
％
広
く

な
る
見
込
み
で
す
。

改
築
は
、
敷
地
面
積
１
万
４
、１
９
６

㎡
の
中
で
進
め
、
現
在
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

プ
ー
ル
が
あ
る
南
側
に
、
新
し
い
校
舎
・

屋
内
運
動
場
を
建
設
し
ま
す
。

建
設
の
手
順
は
、
２
０
２
４
年
に
部
分

的
な
仮
設
校
舎
を
建
設
し
た
後
、
既
存
増

築
校
舎
と
プ
ー
ル
の
解
体
に
取
り
掛
か
り

ま
す
。
25
年
度
か
ら
新
し
い
校
舎
・
屋
内

運
動
場
の
建
設
に
着
工
し
、
26
年
度
末
ま

で
に
完
成
さ
せ
て
、
27
年
度
か
ら
新
施
設

の
使
用
を
開
始
し
ま
す
。

２
０
２
７
年
度
に
既
存
の
校
舎
・
屋
内

運
動
場
、部
分
仮
設
校
舎
を
解
体
し
た
後
、

28
年
度
に
は
約
６
、５
０
０
㎡
の
広
さ
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し
て
完
了
す
る
計
画

で
す
。

琴似小の現校舎

琴似小改築の配置イメージ
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札
幌
市
財
政
局
工
事
管
理
室
は
、

２
０
２
２
年
度
の
市
発
注
工
事
に
お
け
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
組
状
況
（
８
月
１
日

時
点
）
を
ま
と
め
ま
し
た
。
工
事
成
績

評
定
の
対
象
と
な
る
８
８
４
件
の
う
ち
、

35
％
に
当
た
る
３
１
２
件
で
実
施
ま
た
は

実
施
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
の
取
組
を
工
事
成
績
で
評
価
す
る
初

年
度
と
な
る
た
め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
使
用

な
ど
幅
広
い
内
容
を
評
価
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
た
だ
、
取
組
が
困
難
な
規
模
の
小

さ
な
工
事
も
あ
る
ほ
か
、
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
効
果
の
把
握
方
法
な
ど
、
今
後
の
評

価
基
準
の
在
り
方
を
検
討
す
る
た
め
、
各

現
場
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
分
析
を
進
め

て
い
ま
す
。

道
内
建
設
業
が
率
先
し
て
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
組
を
推
進
す
る
た

め
、
札
幌
市
や
北
海
道
開
発
局
、
北
海
道

が
連
携
し
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
「
北
海

道
イ
ン
フ
ラ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
試
行
工
事
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

試
行
工
事
の
発
注
に
当
た
り
、
市
は

４
月
に
工
事
成
績
採
点
運
用
表
を
改
定

し
、
４
月
１
日
以
降
に
完
成
す
る
設
計
金

額
５
０
０
万
円
以
上
の
対
象
工
事
に
つ
い

て
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
組
を
「
地
域
へ

の
貢
献
」
と
し
て
加
点
対
象
に
し
て
い
ま

す
。
施
工
業
者
が
実
施
内
容
を
施
工
計
画

書
な
ど
に
記
載
し
て
提
出
し
、
実
際
に
取

組
が
行
わ
れ
た
場
合
、
加
点
評
価
し
て
い

ま
す
。

８
月
１
日
時
点
の
集
計
に
よ
る
市
の
対

象
工
事
は
、
財
政
局
、
水
道
局
、
交
通
局

の
発
注
を
中
心
に
、
竣
工
済
み
が
１
０
０

件
、
未
竣
工
が
７
８
４
件
で
し
た
。
こ
の

う
ち
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
取
り
組
む
工
事
は

竣
工
済
み
で
24
件
（
実
施
率
24
％
）
あ
り
、

未
竣
工
で
は
２
８
８
件
（
同
37
％
）
の
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

取
組
件
数
は
、
１
件
の
工
事
で
複
数
取

り
組
む
場
合
が
あ
る
た
め
、
延
べ
数
で
竣

工
済
み
が
44
件
、
未
竣
工
が
６
５
１
件
の

計
６
９
５
件
に
上
っ
て
い
ま
す
。

主
な
取
組
内
容
は
、「
ソ
ー
ラ
ー
発
電

の
仮
設
資
材
」
の
使
用
が
２
４
９
件
と
最

も
多
く
、「
現
場
の
夜
間
照
明
な
ど
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
」
を
使
用
し
た
も
の
が
１
７
０
件
、

「
現
場
事
務
所
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
」
設
置
が

86
件
、「
工
事
看
板
・
木
杭
な
ど
に
間
伐

材
使
用
」
が
60
件
で
す
。

ま
た
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
効
果
が

大
き
い
と
期
待
さ
れ
る
「
低
炭
素
型
建
設

機
械
・
燃
料
基
準
達
成
建
設
機
械
の
使
用
」

は
30
件
、「
建
設
機
械
に
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
使
用
」
は
27
件
で
し
た
。

工
事
管
理
室
で
は
、
規
模
が
小
さ
く
工

期
が
短
い
工
事
も
多
い
と
い
う
市
発
注
工

事
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
評
価
の
在
り
方
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
に
効
果
的
な
取
組
の

把
握
な
ど
、
取
組
状
況
の
分
析
を
進
め
る

と
と
も
に
、
開
発
局
や
道
と
の
情
報
共
有

を
通
じ
て
、
今
後
の
運
用
な
ど
を
検
討
し

て
い
く
意
向
で
す
。

札
幌
市
発
注
工
事
の
３
分
の
１
以
上
で

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
組
を
計
画

工
事
成
績
評
定
の
加
点
評
価
で
後
押
し

札幌市発注工事のゼロカーボン取組状況
（2022 年 8 月 1 日時点）

取　組　内　容 未竣工 竣工済 計
現場事務所に太陽光発電・風力発電などを導入 15 1 16
現場事務所で再生可能エネルギー由来の電力を購入 2 0 2
現場事務所の緑化 3 0 3
現場事務所に LED 照明を導入 84 2 86
現場の夜間照明などに LED を採用 153 17 170
ソーラー発電を備えた仮設資材を使用 231 18 249
工事現場で使用する連絡用自動車の環境対応 21 1 22
低炭素型建設機械・燃料基準達成建設機械の使用 29 1 30
建設機械にバイオディーゼル燃料を使用 25 2 27
工事看板・木杭などに間伐材を使用 59 1 60
その他（発注者が費用計上していない遠隔臨場、ICT 施工等） 29 1 30

合　　　　　計 651 44 695
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菓
子
製
造
販
売
き
の
と
や
、
千
秋
庵
製

菓
で
つ
く
る
北
海
道
コ
ン
フ
ェ
ク
ト
グ

ル
ー
プ
（
本
社
・
札
幌
）
傘
下
の
ユ
ー
ト

ピ
ア
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
（
同
・
日
高
町
、

以
下
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
）
は
、
２
０
２
２
年

10
月
か
ら
札
幌
市
中
央
区
盤
渓
地
区
で

「
盤
渓
農
場
」
の
運
営
を
始
め
ま
し
た
。

平
飼
い
の
鶏
舎
を
設
置
し
て
、
生
み
た
て

の
卵
を
一
般
販
売
す
る
ほ
か
、
菓
子
材
料

と
し
て
グ
ル
ー
プ
向
け
に
供
給
。
ま
た
、

馬
や
牛
を
放
牧
す
る
こ
と
で
森
を
再
生
す

る
研
究
も
北
海
道
大
学
や
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー

プ
（
同
・
東
京
）
と
共
同
で
実
施
し
ま
す
。

ユ
ー
ト
ピ
ア
社
は
、
日
高
町
で
放
牧
酪

農
や
平
飼
い
の
養
鶏
を
行
っ
て
お
り
、
乳

牛
70
頭
、
鶏
５
、０
０
０
羽
を
飼
育
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
搾
っ
た
生
乳
や
産
み
た

て
の
卵
を
、
札
幌
市
内
の
「
き
の
と
や

フ
ァ
ー
ム
店
」
で
加
工
、
グ
ル
ー
プ
向
け

の
原
材
料
と
し
て
供
給
し
て
い
る
ほ
か
、

自
社
で
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
製
造
・
販
売
、

「
チ
ー
ズ
ワ
ン
ダ
ー
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
オ

ン
ラ
イ
ン
販
売
し
て
い
ま
す
。

今
回
、「
盤
渓
農
場
」を
開
設
し
た
の
は
、

日
高
町
で
の
放
牧
酪
農
や
養
鶏
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
多
様
な
動
物
に

よ
る
森
の
再
生
と
菓
子
作
り
を
循
環
さ
せ

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
の
が
狙

い
で
す
。
昨
年
、22　

の
森
を
取
得
し
て
、

農
業
用
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
使
っ
て
鶏
舎

２
棟
と
牛
馬
厩

き
ゅ
う

舎し
ゃ

１
棟
、
研
究
執
務
室

１
棟
の
計
４
棟
を
設
置
し
ま
し
た
。

鶏
舎
に
は
鶏
が
食
べ
る
植
物
を
植
え
て

平
飼
い
を
進
化
さ
せ
、
１
坪
当
た
り
６
～

７
羽
と
通
常
飼
育
数
の
４
割
に
抑
え
、
不

要
な
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
伸
び
伸
び
と

し
た
環
境
を
つ
く
り
ま
し
た
。
鶏
の
飼
料

に
は
、
菓
子
製
造
で
出
て
く
る
ケ
ー
キ
の

ス
ポ
ン
ジ
く
ず
や
ク
ッ
キ
ー
く
ず
、
イ
チ

ゴ
の
ヘ
タ
な
ど
の
端
材
を
一
定
程
度
混

ぜ
、
卵
の
味
が
ど
う
変
化
す
る
か
な
ど
も

検
証
。
鶏
舎
２
棟
で
１
、０
０
０
羽
を
飼

育
し
て
い
ま
す
。

山
林
に
は
、
現
在
、
北
大
静
内
研
究
農

場
の
北
海
道
馬
種
、道
産
子
９
頭
を
放
牧
。

飼
料
な
ど
は
与
え
ず
、
敷
地
内
の
ク
マ
ザ

サ
な
ど
を
食
べ
さ
せ
て
い
ま
す
。
北
大
と

ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
研
究
期
間
は

２
年
間
。
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
の
持
つ
セ
ン

シ
ン
グ
技
術
な
ど
を
使
っ
て
、
草
木
の
成

長
や
土
中
成
分
の
変
化
、
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
な
ど
に
つ
い
て
デ
ー
タ
を
蓄
積
、
動

物
に
よ
る
森
林
再
生
を
実
証
実
験
し
ま

す
。ユ

ー
ト
ピ
ア
社
の
長
沼
真
太
郎
代
表
取

締
役
は
、「
美
味
し
い
お
菓
子
を
作
る
た

め
に
は
、
ど
ん
な
生
乳
が
良
い
の
か
を
追

求
し
て
い
く
中
で
、
放
牧
酪
農
に
出
会
い

ま
し
た
。
放
牧
酪
農
に
は
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
盤
渓
農
場
は
、
お
客
様
に
放

牧
の
価
値
を
伝
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
の

場
に
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
そ
の

上
で
、「
土
壌
が
良
く
な
れ
ば
草
が
よ
り

良
く
な
り
、
そ
れ
を
食
べ
た
牛
の
生
乳
も

お
い
し
く
な
り
、
そ
れ
を
利
用
し
た
お
菓

子
も
お
い
し
く
な
る
。
毎
年
お
菓
子
が
お

い
し
く
な
っ
て
、
土
地
も
良
く
な
っ
て
い

く
循
環
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
構
築
し
て
い
き
た

い
」
と
目
標
を
語
っ
て
い
ま
す
。

放
牧
と
養
鶏
と
菓
子
作
り
の
循
環
モ
デ
ル

「
盤
渓
農
場
」
始
動

き
の
と
や
系
ユ
ー
ト
ピ
ア
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー

「盤渓農場」の鶏舎など

ha
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ま
ち
と
人
が
躍
動
す
る
札
幌
圏
。
こ
の

地
域
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
と
話
題
が

提
供
さ
れ
、
そ
れ
が
人
々
の
関
心
を
集

め
、
そ
れ
が
ま
ち
全
体
の
活
気
を
呼
び
起

こ
し
て
い
ま
す
。「
さ
っ
ぽ
ろ　

ニ
ュ
ー

ス　

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト
」
で
は
、
そ
ん
な

「
旬
な
」
話
題
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

札
幌
市
中
央
区
南
２
条
西
３
丁
目
の
市

街
地
再
開
発
事
業
と
し
て
建
設
が
進
ん
で

い
る
、
再
開
発
ビ
ル
「
ｍ
ｏ
ｙ
ｕ
ｋ 

Ｓ

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
（
モ
ユ
ク
サ
ッ
ポ
ロ
）」

の
商
業
施
設
フ
ロ
ア
核
テ
ナ
ン
ト
に
「
ロ

フ
ト
」
と
「
ソ
ニ
ー
ス
ト
ア
」
が
入
る
見

通
し
で
す
。

「
モ
ユ
ク
サ
ッ
ポ
ロ
」
は
、
地
下
２

階
地
上
28
階
の
市
街
地
再
開
発
ビ
ル
。

２
０
１
９
年
７
月
か
ら
着
工
し
、
23
年
春

に
開
業
予
定
で
す
。
地
下
２
階
は
地
下
街

ポ
ー
ル
タ
ウ
ン
と
直
結
。
地
上
７
階
ま
で

商
業
施
設
な
ど
で
、
２
階
か
ら
３
階
が
オ

フ
ィ
ス
、
４
階
か
ら
６
階
が
札
幌
大
通
水

族
館
（
仮
称
）、
７
階
は
屋
上
庭
園
、
９

階
か
ら
28
階
が
大
京
（
本
社
・
東
京
）
の

マ
ン
シ
ョ
ン（
ラ
イ
オ
ン
ズ
タ
ワ
ー
札
幌
、

１
３
３
戸
）
が
そ
れ
ぞ
れ
入
居
し
ま
す
。

「
モ
ユ
ク
」
は
、
ア
イ
ヌ
語
で
狸
（
た

ぬ
き
）
を
意
味
し
、
ｍ
ｏ
（
小
さ
な
）
と

ｙ
ｕ
ｋ
（
え
も
の
）
が
語
源
。
建
設
地
は

狸
小
路
商
店
街
に
位
置
し
、
新
し
い
施
設

周
辺
を
中
心
に
、
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た

う
れ
し
い
モ
ノ
や
コ
ト
が
集
ま
る
こ
と
を

願
っ
て
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
ま
し
た
。

商
業
施
設
の
低
層
階
に
「
ロ
フ
ト
」
と

「
ソ
ニ
ー
ス
ト
ア
」
が
入
る
見
通
し
で
す
。

「
ロ
フ
ト
」
は
現
在
、
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
直
結

の
商
業
施
設
エ
ス
タ
と
Ｊ
Ｒ
苗
穂
駅
付
近

の
商
業
施
設
ア
リ
オ
札
幌
に
あ
り
ま
す

が
、
エ
ス
タ
は
再
開
発
の
た
め
２
０
２
３

年
夏
で
閉
館
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お

り
、
そ
の
代
替
店
舗
に
な
り
ま
す
。「
ソ

ニ
ー
ス
ト

ア
」は
現
在
、

札
幌
三
越
東

隣
の
南
１
条

西
３
丁
目
に

店
舗
が
あ
り

ま
す
。
国
内

５
番
目
、
北

海
道
初
の
直

営
店
と
し
て
17
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
が
、
移
転
に
よ
っ
て
さ
ら
に
発
信
力

を
高
め
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

２
０
２
１
年
６
月
か
ら
、
中
央
区
南
１

条
西
２
丁
目
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た

丸
ヨ
池
内
（
本
社
・
札
幌
）
の
新
「
Ｉ
Ｋ

Ｅ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ 

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
（
イ
ケ
ウ
チ
ゲ
ー

ト
）」
ビ
ル
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
新
店

舗
が
開
業
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
３
、４
階

に
欧
米
の
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
複

数
の
店
舗
が
オ
ー
プ
ン
し
、
今
後
順
次
各

階
の
店
舗
が
開
業
す
る
予
定
で
す
。

同
ビ
ル
は
、
旧
イ
ケ
ウ
チ
ゲ
ー
ト
ビ
ル

を
解
体
し
て
新
築
し
た
も
の
で
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
一
部
鉄
骨
造
の
地
下
１
階
、

地
上
８
階
建
て
、
延
べ
９
、２
９
７
㎡
の

規
模
で
す
。
設
計
は
、
日
本
を
代
表
す
る

世
界
的
建
築
家
、
伊
東
豊
雄
建
築
設
計
事

務
所
（
本
社
・
東
京
）
代
表
の
伊
東
豊
雄

氏
が
担
当
、
岩
田
地
崎
建
設
（
同
・
札
幌
）

さ
っ
ぽ
ろ 

ニ
ュ
ー
ス 

ア･

ラ･

カ
ル
ト

さ
っ
ぽ
ろ 

ニ
ュ
ー
ス 

ア･

ラ･

カ
ル
ト

「
ロ
フ
ト
」
と
「
ソ
ニ
ー
ス
ト
ア
」

が
入
居

南
２
西
３
の
再
開
発
ビ
ル
「
ｍ
ｏ

ｙ
ｕ
ｋ 

Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
」

欧
米
の
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
が
オ
ー
プ
ン

新
「
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ 

Ｇ
Ａ
Ｔ

Ｅ
」
が
完
成

建設が進んでいる「モユクサッポロ」

・
南
2
西
3
再
開
発
ビ
ル
に
「
ロ
フ
ト
」「
ソ
ニ
ー
ス
ト
ア
」
入
居

・
新
「
I
K
E
U
C
H
I G
A
T
E
」
が
完
成

・
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
で
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
を
販
売
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が
施
工
し
ま
し
た
。

10
月
15
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
、
３

階
の
３
店
舗
と
４
階
の
「
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｕ
Ｃ

Ｈ
Ｉ 

Ｌ
Ａ
Ｂ
（
イ
ケ
ウ
チ
・
ラ
ボ
）」
で

す
。
３
階
に
オ
ー
プ
ン
す
る
店
舗
は
、
米

ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
発
祥
で
ア
ウ
ト
ド
ア
、

サ
バ
イ
バ
ル
、
防
災
品
な
ど
を
販
売
す
る

「
Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｒ
Ｙ 

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
 ’Ｓ 

Ｇ
ｅ
ｎ

ｅ
ｒ
ａ
ｌ 

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
（
ハ
ン
グ
リ
ー

ジ
ャ
ッ
ク
ス
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
ス
ト
ア
）」と
、

北
欧
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
で
百
年
以
上
の

歴
史
を
持
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
級
の
衣
料

品
メ
ー
カ
ー
の
小
売
店
舗
「
Ｌ
Ｕ
Ｈ
Ｔ
Ａ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
・
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ

Ｅ
（
ル
フ
タ 

ア
ウ
ト
ド
ア
・
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
）」、
そ
し
て
ア
ウ
ト
ド
ア
ウ
ェ
ア

な
ど
を
販
売
す
る
「
ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ 

Ｉ
Ｋ

Ｅ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ 

Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
（
ア
イ
ゲ
ー
ト 

イ
ケ
ウ
チ
・
エ
グ
ジ
ッ
ト
）」
で
す
。

４
階
の
イ
ケ
ウ
チ
・
ラ
ボ
は
、
新
し
い

技
術
や
製
品
開
発
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

発
、
学
習
、
ユ
ー
ザ
ー
体
験
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
道
内
の
大
学
・
研
究

機
関
な
ど
と
の
連
携
を
支
援
。
北
欧
諸
国

を
は
じ
め
と
す
る
温
暖
化
な
ど
地
球
規
模

の
課
題
解
決
に
向
け
た
研
究
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
北
海
道
と
世
界
を
繋
ぐ
ハ
ブ

の
役
割
を
持
た
せ
る
予
定
で
す
。　

セ
コ
マ（
本
社
・
札
幌
）は
、
２
０
２
２

年
10
月
か
ら
道
内
の
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト

全
店
で
、
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
「
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
パ
テ
ィ
シ
エ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル 

２
０
２
２
」
入
賞
商
品
４
品
の
販
売
を
開

始
し
ま
し
た
。

「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
パ
テ
ィ
シ
エ
ロ
ワ
イ

ヤ
ル
」
は
、
道
内
の
高
校
生
に
菓
子
作
り

の
ア
イ
デ
ア
・
技
術
を
発
表
す
る
場
を
提

供
し
、
将
来
の
北
海
道
の
菓
子
業
界
を
担

う
人
材
の
発
掘
、
産
業
の
育
成
と
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ス
イ
ー
ツ
コ
ン

テ
ス
ト
で
す
。
今
年
で
５
回
目
を
迎
え
て

い
ま
す
。

３
年
ぶ
り
に
三
笠
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン

「
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ 

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｒ
（
ミ
カ
サ
ク
ッ
キ
ン
グ
エ
ソ
ー

ル
）」
内
の
「
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
」

で
実
際
に
高
校
生
た
ち
が
調
理
競
技
を
行

う
本
選
は
、
７
月
30
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
過
去
最
多
と
な
る
全
道
の
高
校
14
校

か
ら
応
募
が
あ
り
、
23
チ
ー
ム
24
作
品
の

ア
イ
デ
ア
が
集
ま
り
ま
し
た
。

一
次
審
査
を
通
過
し
た
８
チ
ー
ム
が
本

選
へ
出
場
。
制
限
時
間
内
に
ス
イ
ー
ツ
を

製
造
し
、
味
・
見
た
目
・
ア
イ
デ
ア
な

ど
を
審
査
し
た
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
、

真
狩
高
校
の
「
き
な
こ
か
お
る 

ず
ん
だ

ろ
ー
る
」、
優
秀
賞
に
は
同
じ
く
同
校
の

「
ル
バ
ー
ブ
タ
ル
ト
～
タ
ル
ト
に
咲
く
紫

と
白
の
ロ
ー
ズ
た
ち
～
」、
奨
励
賞
に
は

北
海
道
文
教
大
学
付
属
高
校
の
「
ト
マ
ト

と
ビ
ー
ツ
の
さ
っ
ぱ
り
夏
マ
カ
ロ
ン
！
」、

審
査
員
特
別
賞
に
は
静
内
農
業
高
校
の

「
道
産
野
菜
が
詰
ま
っ
た
『
畑
の
モ
～
ン

ブ
ラ
ン
』」
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
を
果
た
し

ま
し
た
。

最
優
秀
賞
の
「
き
な
こ
か
お
る 

ず
ん

だ
ろ
ー
る
」
は
、
ず
ん
だ
ク
リ
ー
ム
を
巻

い
た
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
上
に
き
な
こ
ク

リ
ー
ム
を
絞
っ
た
「
大
豆
を
活
か
し
た
ス

イ
ー
ツ
」。き
な
こ
や
ず
ん
だ
の
味
を
し
っ

か
り
と
感
じ
ら
れ
る
一
品
で
す
。

「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
パ
テ
ィ
シ
エ
ロ

ワ
イ
ヤ
ル 

２
０
２
２
」

セ
コ
マ
が
全
店
舗
で
入
賞
商
品
４ 

品
の
販
売
を
開
始

欧米のアウトドアショップなどが開店した新「IKEUCHI 
GATE」

最優秀賞に選ばれた真狩高校の「きなこかおる ずんだろーる」
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道
が
集
計
し
た
２
０
２
１
年
度
学
校
基

本
統
計
に
よ
る
と
、
高
卒
者
で
就
職
先
に

建
設
業
を
選
択
し
た
生
徒
は
、
前
年
度
比

５
・
４
％
減
の
９
２
７
人
で
し
た
。
マ
イ

ナ
ス
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
景
気
の
不
透
明
感
な
ど
に
よ
り
、
進

学
を
選
択
す
る
生
徒
が
増
加
し
、
就
職
者

が
12
・
５
％
減
と
な
る
中
、
産
業
別
で
建

設
業
が
占
め
る
割
合
は
11
・
７
％
と
、
卸
・

小
売
業
を
抜
い
て
３
位
の
シ
ェ
ア
に
上
昇

し
ま
し
た
。
地
域
別
に
見
て
も
建
設
業
の

就
職
者
数
の
増
加
は
顕
著
で
、
十
勝
、
渡

島
、
根
室
で
２
桁
増
を
示
し
、
就
職
人
数

の
最
も
多
い
札
幌
市
で
も
３
・
５
％
増
と

な
り
ま
し
た
。

道
が
毎
年
度
作
成
し
て
い
る
も
の
で
、

卒
業
後
の
進
路
や
産
業
別
の
就
職
先
な
ど

を
振
興
局
と
市
町
村
単
位
で
ま
と
め
て
い

ま
す
。
２
０
２
１
年
５
月
１
日
時
点
の
状

況
を
過
去
の
デ
ー
タ
と
比
較
・
分
析
し
ま

し
た
。
卒
業
者
数
は
10
年
前
の
２
０
１
１

年
度
の
４
万
６
、７
０
１
人
か
ら
毎
年
度

減
少
し
、２
１
年
度
は
前
年
度
比
１
・
９
％

減
の
３
万
９
、２
０
０
人
と
、
11
年
度
に

比
べ
約
７
、５
０
０
人
、
１
６
・
１
％
減
少

し
て
い
ま
す
。

就
職
者
数
も
減
少
傾
向
を
た
ど
り
、

２
０
２
１
年
度
は
７
、８
１
３
人
と
、
前

年
度
は
８
、９
２
９
人
、
11
年
度
に
は
９
、

１
７
１
人
だ
っ
た
就
職
者
が
７
千
人
台
ま

で
落
ち
込
み
ま
し
た
。こ
こ
１
～
２
年
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
景
気
の
不
透
明
感
を
背

景
に
専
門
学
校
な
ど
進
学
を
選
択
す
る
生

徒
の
増
加
が
主
要
因
と
見
ら
れ
ま
す
。

産
業
別
の
就
職
者
数
の
動
向
で
は
、
建

設
業
や
製
造
業
、
卸
・
小
売
業
な
ど
主
要

業
種
の
就
職
者
数
は
対
前
年
度
比
で
全
て

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
コ
ロ

ナ
禍
が
直
撃
し
た
宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス

業
は
約
４
割
減
少
、
卸
・
小
売
業
、
製
造

業
も
２
桁
減
を
示
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

建
設
業
は
５
・
４
％
減
に
と
ど
ま
り
、
公

務
員
を
選
択
し
た
生
徒
数
は
３
・
１
％
減

と
、
就
職
者
数
が
大
幅
に
減
る
中
、
マ
イ

ナ
ス
幅
は
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
産
業
別
の

就
職
者
数
割
合
は
大
き
く
変
動
し
ま
し

た
。
建
設
業
は
11
・
７
％
の
シ
ェ
ア
を
確

保
。
卸
・
小
売
業
を
抜
い
て
３
位
に
ラ
ン

ク
ア
ッ
プ
。
建
設
業
の
10
年
前
の
シ
ェ

ア
は
７
・
９
％
と
、
全
産
業
で
５
位
で
し

た
が
、
そ
の
後
、
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
続

け
、
２
０
１
９
年
度
に
は
10
％
を
超
え
、

２
０
、２
１
年
度
も
堅
調
な
伸
び
を
見
せ

て
い
ま
す
。

地
域
別
の
建
設
業
の
就
職
者
数
推
移
を

見
る
と
、
十
勝
が
約
３
割
増
を
示
し
、
渡

島
、
根
室
も
２
桁
増
を
確
保
し
て
い
ま

す
。就
職
者
数
が
最
も
多
い
札
幌
市
も
３
・

５
％
増
と
な
り
、
建
設
業
の
シ
ェ
ア
増
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
職
者
数
に

占
め
る
建
設
業
の
割
合
で
は
、
日
高
が

15
％
を
占
め
、
空
知
も
14
％
と
全
道
平
均

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

建
設
業
へ
の
就
職
者
数
の
伸
び
率
が
高

い
市
町
村
で
は
、
恵
庭
市
が
前
年
度
の
３

人
か
ら
11
人
に
増
え
て
い
る
ほ
か
、
根
室

市
が
２
人
か
ら
８
人
に
、
士
別
市
も
５
人

か
ら
11
人
に
、
幕
別
町
が
５
人
か
ら
10
人

に
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
ま
し
た
。
札
幌
市
は

６
人
増
の
１
７
６
人
で
し
た
。

高
卒
就
職
者
数
減
少
も
建
設
業
は
健
闘

産
業
別
シ
ェ
ア
は
３
位
に

道
の
２
０
２
１
年
度
学
校
基
本
統
計 

７
、０
０
０
人
台
に
減
少

11年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度
建設業 7.9% 9.4% 9.9% 10.0% 10.8% 11.7%
製造業 17.7% 19.1% 19.5% 19.4% 17.3% 16.9%

卸･小売業 11.7% 14.2% 13.3% 12.3% 12.3% 11.5%
宿泊･飲食サービス業 7.4% 8.7% 7.6% 8.0% 8.0% 5.6%

医療･福祉 11.0% 6.9% 6.6% 6.3% 5.7% 6.1%
公務 14.5% 14.8% 15.4% 15.4% 15.9% 17.6%

全就職者数に占める主要産業別割合

7.9%

9.4%
9.9% 10.0%

10.8%
11.7%

17.7% 19.1%
19.5% 19.4%

17.3%

16.9%

11.7%

14.2% 13.3%

12.3% 12.3%

11.5%

7.4%

8.7% 7.6% 8.0% 8.0%

5.6%

11.0%

6.9% 6.6%
6.3%

5.7%

6.1%

14.5% 14.8%
15.4% 15.4% 15.9%

17.6%

5.0%

7.0%

9.0%

11.0%

13.0%

15.0%

17.0%

19.0%

11年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

高校卒業者の産業別就職者数割合推移

建設業 製造業 卸･小売業 宿泊･飲食サービス業 医療･福祉 公務
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鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機

構
（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
）
北
海
道
新
幹
線
建
設
局

の
２
０
２
２
年
度
発
注
状
況
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
工
事
で
は
、
現
在
掘
削
中
の
ト

ン
ネ
ル
に
続
い
て
、
八
雲
町
、
長
万
部

町
、
倶
知
安
町
な
ど
渡
島
・
後
志
管
内
で

「
明
か
り
工
事
」
と
な
る
高
架
橋
整
備
が

本
格
化
し
、
10
月
11
日
ま
で
に
10
件
、
約

５
３
６
億
円
を
発
注
し
て
い
ま
す
。
業
務

で
は
19
件
、
約
６
億
円
を
発
注
し
、
新
小

樽
駅
な
ど
駅
舎
設
計
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

同
建
設
局
で
は
、
２
０
２
２
年
度
に
工

事
22
件
、
業
務
38
件
の
発
注
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
工
事
は
本
年
度
に
入
っ
て
か
ら

ト
ン
ネ
ル
以
外
の
高
架
橋
な
ど
の
い
わ
ゆ

る
「
明
か
り
部
分
」
の
工
事
発
注
が
本
格

化
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
新
幹
線
は
約
８

割
を
ト
ン
ネ
ル
が
占
め
て
い
ま
す
。
今
回

の
明
か
り
部
分
は
、
新
八
雲
や
長
万
部
、

倶
知
安
と
い
っ
た
駅
周
辺
の
高
架
橋
工
事

が
中
心
と
な
り
ま
す
。

開
札
済
み
の
工
事
を
見
る
と
、
17

件
が
Ｗ
Ｔ
０
政
府
調
達
協
定
対
象
で

大
部
分
を
高
架
橋
が
占
め
て
い
ま
す
。

倶
知
安
駅
、
平
里
（
長
万
部
町
）、
宮

田
（
ニ
セ
コ
町
）、
明
治
（
赤
井
川

村
）
の
４
高
架
橋
が
開
札
済
み
で
、

倶
知
安
駅
は
西
松
建
設
・
植
木
組
・

堀
口
組
・
戸
沼
岩
崎
建
設
Ｊ
Ｖ
が

２
８
８
億
５
、５
０
０
万
円
で
落
札
。

高
架
橋
２
、７
５
０
ｍ
な
ど
の
整
備
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、平
里
（
高

架
橋
１
、４
７
０
ｍ
、橋
梁
３
７
０
ｍ
）

は
三
井
住
友
建
設
・
青
木
あ
す
な
ろ

建
設
・
ド
ー
ピ
ー
建
設
工
業
Ｊ
Ｖ
が

92
億
２
、３
０
０
万
円
で
受
注
し
て
い

ま
す
。

公
告
中
の
工
事
で
は
、
岩
尾
別
（
倶

知
安
町
、
12
月
23
日
開
札
、
延
長 

２
、
３
５
４
ｍ
）
と
大
新
（
八
雲
町
、

２
０
２
３
年
１
月
13
日
開
札
、
延
長 

２
、

８
８
３
ｍ
）
の
高
架
橋
２
件
の
開
札
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
広
告
予
定
で

22
億
８
千
万
円
以
上
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
と
な

る
工
事
で
は
、
年
内
に
か
け
て
琴
平
高

架
橋
（
倶
知
安
町
、
高
架
橋
２
、５
１
０

ｍ
、
橋
梁
２
８
０
ｍ
、
路
盤
５
５
０
ｍ
）、

国
縫
高
架
橋
（
長
万
部
町
、
高
架
橋
１
、

５
２
０
ｍ
、
橋
梁
６
２
０
ｍ
）
な
ど
10
件

の
公
告
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

業
務
に
つ
い
て
は
、
19
件
が
開
札
済
み

と
な
り
、
新
小
樽
駅
、
長
万
部
駅
、
新
八

雲
駅
の
３
駅
の
設
計
が
進
ん
で
い
ま
す
。

新
小
樽
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
建
築
設

計
（
本
社
・
東
京
）
が
８
千
万
円
で
落
札

し
て
い
ま
す
。
発
注
者
支
援
業
務
も
３
件

が
発
注
と
な
り
、
い
ず
れ
も
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
ジ
ャ
パ
ン
（
同
・
高
松
）
が
受
注
し
て

い
ま
す
。
公
告
中
は
長
万
部
地
区
水
文
調

査
な
ど
３
件
で
年
内
に
開
札
す
る
予
定
で

す
。
今
後
は
倶
知
安
駅
建
物
設
計
な
ど
15

件
を
予
定
し
、
こ
の
う
ち
10
件
が
発
注
者

支
援
業
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第

４
四
半
期
に
は
、
北
海
道
新
幹
線
建
設
時

に
発
生
す
る
自
然
由
来
重
金
属
な
ど
を
含

む
土
砂
の
対
策
案
の
策
定
及
び
検
証
業
務

の
発
注
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

工
事
は
高
架
橋
中
心
に
10
件
、
５
３
６
億
円
を

発
注 

２
０
２
２
年
度
の
鉄
道
運
輸
機
構
の
北
海
道
新
幹
線
発
注
状
況

倶知安駅周辺の高架橋などの位置図
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企 業 の た め の よ ろ ず 情 報 誌

国
土
交
通
省
は
２
０
２
１
年
度
版
の
道

路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
年
報
を
公
表
し
ま
し

た
。
北
海
道
内
の
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
、
道

路
付
属
物
（
シ
ェ
ッ
ド
）
の
点
検
結
果
で

は
、
緊
急
に
措
置
を
講
じ
る
べ
き
状
態
と

判
定
さ
れ
た
「
Ⅳ
」
は
市
町
村
道
で
10
カ

所
あ
り
、
い
ず
れ
も
橋
梁
で
し
た
。
ま

た
、
早
期
に
措
置
を
講
ず
べ
き
状
態
で
あ

る
「
Ⅲ
」
は
９
０
２
カ
所
に
上
り
、
こ
れ

ら
の
判
定
を
受
け
た
施
設
は
、
全
施
設
数

の
16
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
修
繕
な
ど
に

着
手
済
み
は
、
全
体
の
46
％
に
達
し
、
全

国
の
38
％
を
上
回
る
数
値
と
な
っ
て
い
ま

す
。同

省
で
は
、
５
年
に
一
度
の
サ
イ
ク
ル

で
、
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
点
検
を
道

路
管
理
者
に
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
点
検

作
業
は
２
０
１
４
年
度
か
ら
18
年
度
に
か

け
て
１
巡
目
が
完
了
し
、
19
年
度
か
ら
２

巡
目
の
点
検
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
今
回

ま
と
め
た
年
報
で
は
21
年
度
に
実
施
し
た

点
検
結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
点
検
結

果
は
老
朽
度
や
損
傷
の
程
度
に
よ
り
Ⅰ
～

Ⅳ
段
階
で
判
定
し
、
Ⅲ
は
早
急
な
措
置
、

Ⅳ
に
つ
い
て
は
緊
急
措
置
を
求
め
て
い
ま

す
。北

海
道
内
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
緊
急

に
措
置
が
必
要
な
Ⅳ
判
定
は
市
町
村
道
の

橋
梁
10
カ
所
で
す
。
最
長
は
遠
軽
町
の
豊

里
若
松
間
道
路
清
川
大
橋
（
２
４
８
ｍ
）

で
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
改
修
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
早
急
な
措
置
が
必
要
と
さ
れ
る

Ⅲ
判
定
の
管
理
者
別
内
訳
は
、
北
海
道
開

発
局
が
１
１
１
カ
所
、
北
海
道
が
１
０
８

カ
所
、
市
町
村
５
９
７
カ
所
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
東
日
本
36
カ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
橋
梁
で
１
０
０
ｍ
以
上
の
長
大

橋
は
１
１
４
カ
所
あ
り
、
市
町
村
が
43
カ

所
と
約
３
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。
札

幌
市
内
で
は
、
国
道
の
２
７
４
号
Ｉ
Ｃ
高

架
橋
（
９
５
７
ｍ
）
や
２
７
５
号
雁
来

大
橋
（
６
３
８
ｍ
）、
５
号
新
川
高
架
橋

（
４
２
９
ｍ
）
の
ほ
か
、
道
道
札
幌
環
状

線
白
石
環
状
跨
線
橋
（
３
０
２
ｍ
）
な
ど

が
Ⅲ
判
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
対
策
措
置
の
実
施
状
況
を

み
る
と
、
Ⅳ
・
Ⅲ
判
定
を
受
け
た
の
は
２
、

３
３
０
カ
所
に
上
り
、
こ
の
う
ち
対
策
完

了
は
２
０
０
カ
所
、
修
繕
な
ど
に
着
手
済

み
は
８
５
８
カ
所
。
全
体

の
46
％
が
対
応
済
み
で
全

国
の
38
％
を
上
回
る
数
値

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
の
Ⅲ
判
定
は
、

国
道
の
２
３
１
号
浜
益
ト

ン
ネ
ル
（
４
、
７
４
８
ｍ
、

札
幌
開
建
）、
２
２
９
号
豊

浜
ト
ン
ネ
ル
（
２
、２
２
９

ｍ
、
小
樽
開
建
）、
２
７
６

号
滝
笛
ト
ン
ネ
ル
（
１
、

５
４
５
ｍ
、
室
蘭
開
建
）
な

ど
が
あ
り
、
札
幌
市
内
で

は
２
３
０
号
薄
別
ト
ン
ネ

ル
（
１
５
９
ｍ
）
が
該
当

し
ま
す
。
シ
ェ
ッ
ド
で
は
、

国
道
２
７
４
号
鹿
鳴
第
二
覆
道
（
５
４
４

ｍ
、
室
蘭
開
建
）、
道
道
士
別
滝
の
上
線

第
二
上
紋
覆
道
（
４
１
８
ｍ
、旭
川
建
管
）

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
橋
梁
に
占
め
る
Ⅳ
・
Ⅲ
判
定
割
合
を

地
域
別
に
見
る
と
、
胆
振
・
日
高
が
29
％

と
最
も
高
く
、
日
高
町
や
む
か
わ
町
は
全

体
の
約
３
割
が
こ
れ
ら
の
判
定
を
受
け
て

い
ま
す
。
札
幌
市
に
つ
い
て
は
、12
％
と
、

全
道
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

緊
急
措
置
必
要
の
「
Ⅳ
」
は
10
カ
所
、
早
期
措

置
の
「
Ⅲ
」
は
９
０
２
カ
所
に

２
０
２
１
年
度
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
年
報 

橋
梁
な
ど
の
道
内
点
検
結
果

21 年度の橋梁などの点検結果がまとまりました

地域別 道路管理者別
施設数 Ⅳ Ⅲ 割合 施設数 Ⅳ Ⅲ 割合

札 幌 市 232 0 27 11.6% 開 発 局 703 0 111 15.8%
石 狩 233 0 49 21.0% 北 海 道 952 0 108 11.3%
渡島・檜山 543 1 103 19.2% 市 町 村 3,755 10 597 16.2%
後 志 311 0 46 14.8% NEXCO 242 0 36 14.9%
空 知 670 1 96 14.5% 合 計 5,652 10 852 15.3%
上 川 761 1 68 9.1%
留 萌 155 0 26 16.8%
宗 谷 216 2 32 15.7%
オホーツク 525 3 94 18.5%
胆振・日高 604 2 171 28.6%
十 勝 975 0 137 14.1%
釧路・根室 427 0 53 12.4%
合 計 5,652 10 902 16.1%
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国
土
交
通
省
は
、２
０
２
２
年
度
の「
建

設
マ
ス
タ
ー
」
を
決
定
し
ま
し
た
。
優
秀

な
技
能
･
技
術
を
持
ち
、
後
進
の
指
導
・

育
成
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
建
設
技
能
者

を
顕
彰
。
合
わ
せ
て
今
後
一
層
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
青
年
技
能
者
を
「
建
設
ジ
ュ

ニ
ア
マ
ス
タ
ー
」と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

北
海
道
在
住
者
に
つ
い
て
は
、
建
設
マ
ス

タ
ー
に
29
人
、
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー

で
４
人
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、「
も
の
づ
く
り
」

に
携
わ
る
技
能
者
に
誇
り
と
意
欲
を
持
っ

て
も
ら
い
、
社
会
的
評
価
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
特
に
優
秀
な
建
設

技
能
者
を
対
象
に
１
９
９
２
年
度
か
ら
毎

年
「
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰
」

（
建
設
マ
ス
タ
ー
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
は
、
青
年
技

能
者
を
対
象
に
「
青
年
優
秀
施
工
者
不
動

産
・
建
設
経
済
局
長
顕
彰
」（
建
設
ジ
ュ

ニ
ア
マ
ス
タ
ー
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。北

海
道
か
ら
は
、
建
設
マ
ス
タ
ー
に
川

村
英
一
さ
ん
（
舗
装
工
、
道
路
建
設
）、

篠
原
武
夫
さ
ん
（
舗
装
工
、
道
路
工
業
）、

千
葉
二
訓
さ
ん
（
舗
装
工
、
荒
井
建
設
）、

永
井
清
司
さ
ん
（
し
ゅ
ん
せ
つ
工
、
西
村

組
）
ら
が
晴
れ
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

建
設
マ
ス
タ
ー
と
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス

タ
ー
は
次
の
各
氏
で
す
。（
敬
称
略
、カ
ッ

コ
内
は
職
種
と
所
属
会
社
）

【
建
設
マ
ス
タ
ー
】
▽
阿
部
恒
久
（
電

気
工
、
富
士
電
気
）
▽
荒
木
貞
夫
（
建
設

機
械
運
転
、
工
ハ
ラ
ダ
工

業
）
▽
池
田
新
（
配
管
工
、

道
研
設
備
）
▽
石
渡
明
裕

（
機
械
器
具
設
置
工
、
八

洲
機
電
）
▽
織
田
幸
（
塗

装
工
、
伊
藤
塗
工
部
）
▽

亀
谷
渉
（
建
設
機
械
運
転

工
、
白
鳥
建
設
工
業
）
▽

川
村
英
一
（
舗
装
工
、
道

路
建
設
）
▽
木
村
隆
二
（
内

装
仕
上
工
、
ラ
ン
カ
ー
）

▽
栗
山
智
積
（
橋
梁
特
殊

工
、
丸
和
工
業
）
▽
佐
々

木
英
雄
（
建
具
工
、
佐
々

木
工
業
）
▽
篠
原
武
夫
（
舗

装
工
、
道
路
工
業
）
▽
柴

田
克
也
（
と
び
工
、
北
斗
工
業
）
▽
須
藤

敏
史
（
大
工
、月
永
組
）
▽
高
木
正
明
（
鋼

構
造
物
工
、
マ
ル
タ
カ
工
業
）
▽
髙
田
健

（
熱
絶
縁
工
、
エ
コ
テ
ッ
ク
・
ワ
ン
）
▽

千
葉
二
訓
（
舗
装
工
、
荒
井
建
設
）
▽
永

井
清
司
（
し
ゅ
ん
せ
つ
工
、
西
村
組
）
▽

中
西
一
男
（
大
工
、
石
塚
建
設
興
業
）
▽

梨
木
仁
（
屋
根
工
、
梨
木
工
業
）
▽
新
本

英
雄
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
、
小
鍛
冶
組
）

▽
野
坂
祐
也
（
建
設
機
械
運
転
工
、
加
藤

建
設
）
▽
秦
幸
平
（
大
工
、
柏
倉
建
設
）

▽
福
江
忠
司
（
建
設
機
械
運
転
工
、
日
重

建
設
）
▽
堀
江
裕
樹
（
内
装
仕
上
工
、
イ

ン
テ
リ
ア
ほ
り
え
）
▽
本
田
貴
之
（
タ
イ

ル
工
、
本
田
タ
イ
ル
工
業
所
）
▽
前
田
英

貴
（
大
工
、
柏
倉
建
設
）
▽
丸
山
明
（
塗

装
工
、佐
藤
興
業
）
▽
水
木
政
徳
（
大
工
、

土
屋
ホ
ー
ム
）
▽
門
奈
吉
之
（
注
入
工
、

日
特
建
設
）

【
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
】
▽
内
山

暢
之
（
熱
絶
縁
工
、
内
山
Ｌ
工
業
）
▽
木

下
正
孝
（
タ
イ
ル
工
、
木
下
タ
イ
ル
）
▽

小
出
恵
介
（
電
気
工
、
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
）
▽
田
中
雄
介
（
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
、帯
広
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン
プ
）

も
の
づ
く
り
の
「
匠
」
を
た
た
え
て

国
交
省
が
「
建
設
マ
ス
タ
ー
」
と
「
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
」
を

顕
彰

北海道からは建設マスターに 29 人が選ばれました
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企 業 の た め の よ ろ ず 情 報 誌

国
土
交
通
省
は
２
０
２
２
年
10
月
18

日
、
米
国
の
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
設
計
製
造

企
業
・
Ｊ
ｏ
ｂ
ｙ 

Ａ
ｖ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

（
ジ
ョ
ビ
ー
・
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
以
下

ジ
ョ
ビ
ー
社
）
が
開
発
中
の
機
体
に
つ
い

て
、
同
社
か
ら
の
航
空
法
に
基
づ
く
型
式

証
明
申
請
を
受
け
付
け
た
と
発
表
し
ま
し

た
。
型
式
証
明
は
商
業
運
航
も
含
め
て
安

全
に
飛
行
で
き
る
こ
と
を
国
が
証
明
す
る

も
の
で
す
。
日
本
で
初
の
受
理
と
な
り
、

国
内
で
の
事
業
展
開
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
同
省
で
は
、
今
後
、
開
発
の
進
捗
に

合
わ
せ
て
、
航
空
機
の
安
全
性
や
環
境
適

合
性
に
係
る
審
査
を
進
め
て
い
く
方
針
で

す
。同

社
が
開
発
し
て
い
る
の
は
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
、
小
型
飛
行
機
の
機

能
を
持
つ「
ｅ
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｌ（
イ
ー
ブ
イ
ト
ー

ル
）」。
パ
イ
ロ
ッ
ト
１
人
を
含
め
５
人
乗

り
で
、
最
高
時
速
約
３
２
０
㎞
、
連
続
飛

行
可
能
距
離
は
約
２
４
０
㎞
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ｅ
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
は
電
池
駆
動
式
の
垂

直
離
着
陸
機
で
、
比
較
的
狭
い
場
所
で
も

離
着
陸
で
き
、
全
電
動
で
部
品
点
数
が
少

な
い
た
め
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
も
比
較
的

安
価
で
す
。
ド
ロ
ー
ン
技
術
の
進
展
に
よ

り
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
不
要
な
自
律
飛
行
を

実
現
し
や
す
い
と
い
っ
た
利
点
が
「
空
飛

ぶ
ク
ル
マ
」
に
適
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
安
全
性
・
環
境
性
な
ど
に
優
れ
、

道
路
渋
滞
や
過
疎
地
の
輸
送
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
交
通
課
題
を
解
決
で
き
る
新
た
な

移
動
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。ジ

ョ
ビ
ー
社
は
２
０
０
９
年
に
設
立
。

本
社
は
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
タ
ク

ル
ー
ズ
で
、ｅ
Ｖ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
の
開
発
や
設
計
、

製
造
を
手
掛
け
る
ほ
か
、
米
国
内
で
は
旅

客
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
計
画
し
て
い

ま
す
。
同
社
に
は
ト
ヨ
タ
自
動
車（
本
社
・

愛
知
県
豊
田
市
）が
出
資
し
て
い
る
ほ
か
、

全
日
本
空
輸
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
を
傘
下
に
持
つ

Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
本
社
・
東

京
）
と
も
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結
し

て
い
ま
す
。
ジ
ョ
ビ
ー
社
は
経
済
産
業
省

と
国
土
交
通
省
が
主
催
す
る
「
空
の
移
動

革
命
に
向
け
た
官
民
協
議
会
」
に
も
参
画

し
て
お
り
、
今
回
の
型
式
証
明
申
請
に
よ

り
日
本
国
内
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

目
指
し
準
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

同
省
で
は
同
日
、
米
連
邦
航
空
局

（
Ｆ
Ａ
Ａ
）と
の
協
力
声
明
に
も
署
名
。

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
相
は
同
日
の
記

者
会
見
で
「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
に
つ
い

て
は
、
２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西

万
博
で
の
商
用
運
航
の
開
始
に
向
け

て
政
府
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

空
飛
ぶ
ク
ル
マ
は
、
世
界
的
に
も
開

発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
世
界
標
準

を
日
本
が
先
駆
け
て
作
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
は
、
国
際
戦
略
上
非
常
に

重
要
な
点
で
あ
り
、
今
回
の
署
名
は

そ
の
一
つ
の
大
き
な
一
里
塚
に
な
る

と
思
っ
て
い
る
」
と
期
待
感
を
示
し

ま
し
た
。

「
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
」
国
内
実
用
化
に
向
け
て
大
き

な
前
進

国
交
省
が
Ｊ
ｏ
ｂ
ｙ 

Ａ
ｖ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
型
式
証
明
申
請
を
受
理

ジョビー・アビエーションが開発を進める「空飛ぶクルマ」（出典 : 同社プレスリリース）



さっぽろ季節労働者通年雇用促進支援協議会からのお知らせ

[協議会のご利用時間]9時00分～17時00分　土日祝日および12月29日～1月3日はお休みです。
※協議会の専用駐車場はございません。

合同企業説明会の
出展企業を します！募集

さっぽろ季節労働者通年雇用促進支援協議会では、季節労働者および一般求職
者を対象とした合同企業説明会を開催いたします。通年雇用での採用意向のある
企業と求職者とのマッチングを目的として、下記の通り出展企業を募集します。

開催日時・会場

令和5年2月2日（木）
13：00～16：00
サッポロファクトリーホール
（中央区北2条東3丁目）

出展企業の募集について
通年雇用マッチング事業「合同企業説明会」
～安定就職のための｢お仕事探しフェアinさっぽろ｣～
[募集企業数30社]
●当日の出展料と会場駐車料金（１台分）は無料です。
●労働保険・社会保険等に加入し雇用する求人に限定させていただき
　ます。
●求人案内のみ掲載することも可能です。

申し込み締め切り

12月２３日（金）
申し込み多数の場合は、
抽選の上、決めさせて
いただく場合があります

※新型コロナウイルス感染症の拡大の状況によ
り、出展者および来場者の安全確保の観点から、
実施内容の変更や中止となる場合があります。

お申し込み・詳細は　通年雇用マッチング事業運営事務局
受託事業者 ： 株式会社北海道アルバイト情報社
〒060-0061　札幌市中央区南１条西６丁目２０-１　ジョブキタビル

TEL：011-223-3533　FAX：011-223-3313
〔受付時間　月～金　9時～17時〕メール：tsunenkoyo-info@haj.co.jp　担当：丸山･田中

※募集案内をご希望の企業様は、会社名、連絡先をメールまたはお電話でご連絡ください。

お問い合わせ

さっぽろ季節労働者通年雇用促進支援協議会
〒060-0001 札幌市中央区北1条西8丁目2番地39 IMS札幌大通 5F
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▽「企業のためのよろず情報誌　ＫＩＳＥＴＳＵ」12月号をお届けします。通年雇用化を支援する「通
年雇用助成金」の受け付けが 12 月 16 日から始まります。今号では、制度の概要と申請手続きな
どを特集しています。ぜひご覧下さい。
▽先日、釧路市まで出張しました。阿寒ＩＣが供用となり、札幌からの旅はかなり楽になりましたが、
最近、鹿との衝突事故が多発しているため、運転はかなり緊張を強いられました。路面も凍結す
る季節です。皆様もスピードは控えめに、安全運転を心がけて下さいね。

編 集 後 記

Profile
新保　元康（しんぼ・もとやす） 1958年小樽市生まれ。北海道教育大学卒業後、札幌市内の
小学校に37年間勤務。4校で校長を務め定年退職後、令和元年に発足したほっかいどう学推進
フォーラム理事長に就任、現在に至る。

企
業
の
た
め
の
よ
ろ
ず
情
報
誌
　
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ 

Vol.
6

発
行
日 

令
和
4
年
12
月
1
日
　
発
行
元 

さ
っ
ぽ
ろ
季
節
労
働
者
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会 

札
幌
市
中
央
区
北
1
条
西
8
丁
目
2
番
地
3
9
　
Ｉ
Ｓ
Ｍ
札
幌
大
通
５
階 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス http://sapporo-kisetsu.jp/

　
　
編
集
協
力 

株
式
会
社
き
た
リ
ン
ク

＜北海道の玄関口を彩る「はこだて花かいどう」＞
　玄関を開ければそこにある道路。毎日必ず使う道路。私たちの生活に欠
かせないインフラです。この道路を美しく快適にしようと汗を流している
方たちがいます。「函館花いっぱい道づくりの会」（代表・折谷久美子さん）
を中心に地域の小・中・高校生やスポーツ少年団、各町会の方まで、多くの
方が参加するボランティア活動です。
　6月上旬に函館新道の沿道約600mに6,400株の花を植え、10月下旬には
後始末を行います。今年はこの活動に参加させていただきました。先日10
月23日、約300人の皆さんと一緒に気持ち良い汗を流してきました。
　花で飾られる函館新道は、函館ICのすぐ近く。函館の入り口であり、北
海道の入り口です。地域の方にとっては、毎日利用する道路であり、道外
海外から来る旅行者の皆さんにとっては北海道の第一印象を決めるおもて
なしの道路です。参加した中学生は「住民の方や、旅行者の方たちに喜んで
もらえるのでとてもやりがいがあります」と話してくれました。
　道路と言えば、「国や地方自治体が整備するもの。自分たちとは関わりが
ない」と思う人が多いかもしれません。そして、「整備が悪い」「工事を早
く終わらせて」とクレームも寄せられます。しかし、道路はもともとそこ
に生活する人たちのものでした。生活やコミュニケーションの場であり、
遊びの場でもありました。地域の方が道路を開削し、整え、メンテナンス
をしながら自分たちの生活をより豊かにしてきたのです。寒暖の差が激し
く、降雪も多い北海道では、「道普請（みちぶしん）」として、地域の力が結集する大切な場でした。この「はこだて花
かいどう」は、そうした原点に返る活動なのかもしれません。
　半年間、花をきれいに咲かせるには日々の世話がとても大切です。地域の皆さんに加え、建設業など企業の協力も
とても大きいのです。この日は函館開発建設部の皆さんもボランティアとして、焼きそばづくりに汗を流していました。
　この素晴らしいボランティア活動は、今年でなんと19年目にもなるそうです。最初に参加した中学生は、今や親と
なり自分の子どもを連れて参加している方もいるとか。自らが参画するまちづくり、みちづくりの精神は、着実に次
世代に受け継がれています。

花で彩られた函館新道

後始末に汗を流すボランティアのみなさん

驚きと発見、そして北海道愛へ

今、「ほっかいどう学」が熱い!!
認定NPO法人ほっかいどう学推進フォーラム理事長　新保　元康

連 載 コ ラ ム


